ｅ―ｋａｍｏｎまるごと環境フェア２０２６
開催要項

１　趣　旨
生物多様性は、都市開発や人口減少による土地の荒廃、あるいは経済活動による地球温暖化や外来種の影響などにより、危機的な状況に直面しています。
美濃加茂市と加茂郡７町村（以下、加茂圏域）は、海抜約４０ｍ～１,１００ｍの幅広い標高に位置しており、豊かな自然の恵みにより、非常に個性豊かな動植物が生育する地域です。　
その自然と共存していくためには、地域住民が、生物多様性や地球温暖化防止などに高い関心をもち、次世代に引き継いでいくことが必要です。
加茂圏域では、全国でも珍しい市町村連携で、平成２７年度から生物多様性地域連携事業促進事業として地域に生息・生育する動植物の分布状況の自然環境調査を行い、「貴重な動植物種」の選定を行い、平成３０年度に「守りたい加茂の豊かな自然」を刊行しました。
また、令和元年度に生物多様性基本法第１３条に基づく「生物多様性地域戦略」であり、加茂圏域の自然環境や社会環境を踏まえた上で、地域の生物多様性の保全と持続的な利用を図るための計画である「生物多様性加茂プラン」を策定しました。
加茂圏域のこのような自然環境の保全と共生への取組について知っていただく機会として、当イベントで加茂圏域及び県内外へ情報を発信します。

２　テーマ　　未来に残そう 加茂の自然　サブテーマ　暮らしのそばにSDGs

３　主　催　　ｅ－ｋａｍｏｎまるごと環境フェア２０２６実行委員会
美濃加茂市・坂祝町・富加町・川辺町・七宗町・八百津町・白川町・東白川村

４　後　援　　環境省中部環境局（予定）、岐阜県（予定）、岐阜大学（予定）

５　日　時　　令和８年１０月１７日（土）　午前９時３０分～午後２時３０分

６　会　場　　ぎふ清流里山公園　

７  入場料　　無料

８　開催内容
（１）生物多様性に関すること
（２）自然環境に関すること
（３）地球温暖化対策に関すること
（４）４Ｒに関すること
（５）廃棄物処理に関すること
